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資金収支計算書［備考・脚注］欄の入力機能に関する解説 

 

１．概要 

「社会福祉法人会計基準（平成 23年基準）」では、「決算の額と予算の額の差異が著しい勘定科 

目については、その理由を備考欄に記載するものとする」とあります(第２章５(６))。 

これに対応するため、資金収支計算書（第１号の１様式および第１号の４様式）の備考入力欄 

を設け、入力・印刷を可能としました。（現行は、脚注（５０文字×２行）のみ入力可能でした） 

【入力可能文字数】 

   ⅰ)備考欄：科目ごとに全角５文字 

   ⅱ)脚注欄：全角５０文字×１０行 

 

２．備考・脚注の入力画面 

(1) 財務諸表（資金収支計算書）に出力される「勘定科目」「予算額」「決算額」「差異」が表示され 

ます。備考を表示したい勘定科目の備考欄をクリックで選択し、備考の内容を入力します。 

（ここには、”(注１)”や”※１”などと入力します） 

(2) 次に「F8脚注入力」を選択し、備考欄に入力した内容の詳細な説明を入力します。 

（”(注１)”などと備考欄に入力した科目の詳細説明を入力します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 入力が終了したら、［F4入力終了］を選択します。 

(4) 入力した備考・脚注の内容は、次年度以降も引き継がれます。年度ごとに、随時、見直しを 

行ってください。 
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３．出力イメージ 

以上 

※
備
考
欄
に
入
力
し
た
内
容
が
出
力
さ
れ
ま
す
。 

※脚注欄に入力した内容が出力されます。 
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